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独立行政法人 労働者健康福祉機構

熊本産業保健推進センター

（平成（平成1515年　月～　月）年　月～　月）�
�

（平成17年7月～17年11月）�
�

のご案内研 修 会 のご案内掲載
！！

夏号職場における心の悩み相談窓口の概要職場における心の悩み相談窓口の概要
開設機関 

対 象 者

相談内容

相談方法
「働く人の熱中症対策」�
「建築物の解体等の作業における石綿対策」�



（平成17年7月～11月）�
�

研 修 会 のご案内
研修会参加ご希望の方はこのページをコピーして当センターにＦＡＸ（096-359-6506）していただくか、
当センターホームページの「研修会参加申し込みフォーム」よりお申し込みください。

送信先ＦＡＸ番号　　熊本産業保健推進センター　　096－359－6506

１対象者 Ａ：問いません（どなたでも） B：産業医 Ｃ：保健師・看護師 Ｄ：衛生管理者・労務担当者等
２会 場 熊本産業保健推進センター会議室

※ＦＡＸ送信票等は不要です。この用紙のみを送信して下さい。
参加を希望する研修会番号を○印で囲んで下さい。（受講費用は無料です。複数申込可能です。）

ふ り が な

連絡先住所

参加者氏名

連絡担当者
（参加者と違う場合に記入）

会 社 名

連 絡 先
FAX番号

所属部署

連 絡 先
電話番号

講 師研修会番号 研修日時 対象 テーマと内容
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Ａ

Ａ

D
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A

A

Ａ

Ａ

Ａ
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7 月21日（木）
14:00～16:00
7 月25日（月）
14:00～16:00
7 月26日（火）
14:00～16:00
7 月27日（水）
14:00～16:00
7 月28日（木）
14:00～16:00
8 月17日（水）
14:00～16:00
8 月25日（木）
14:00～16:00
9 月 1 日（木）
14:00～16:30
9 月 2 日（金）
14:00～16:00
9 月14日（水）
14:00～16:00
9 月22日（木）
14:00～16:00
9 月26日（月）
14:00～16:00
10月 3 日（月）
14:00～16:00
10月 5 日（水）
14:00～16:00
10月 6 日（木）
14:00～16:30
10月12日（水）
14:00～16:00
10月18日（火）
14:00～16:00
11月 8 日（火）
14:00～16:00
11月 9 日（水）
14:00～16:00
11月10日（木）
14:00～16:00
11月11日（金）
13:30～16:30
11月21日（月）
14:00～16:00
11月24日（木）
14:00～16:00

11月28日（月）
14:00～16:00

11月25日（金）
14:00～16:00

17年度の労働安全衛生対策について（自主的安全衛生活動促進のための環境整備）
１．重大災害防止への事業者の措置 ２．労働安全衛生対策の見直しあり方等について

積極的傾聴法Ⅰ
積極的傾聴法の原則的事項を研修

メンタルヘルス教育
企業内で取り組む４つのケアー

事務所則の測定
作業環境測定の入門から事務所則の測定まで

メンタルヘルス事例検討と職場復帰支援の手引きの解説〔研修会№10と同内容〕
メンタルヘルス事例に対する対応の仕方を参加者同士で話し合います。職場復帰支援手引の解説もします。

健康診断とフォローの方法について（１）
定期健康診断後の措置、その後の健康管理（健康指導）について

メンタルヘルス事例検討と職場復帰支援の手引きの解説〔研修会№10と同内容〕
メンタルヘルス事例に対する対応の仕方を参加者同士で話し合います。職場復帰支援手引の解説もします。

職場の安全衛生（２）各職場の課題
各人の職場で課題となっている問題を討議し、改善に向けたアクションが必要な問題領域を洗い出す。

事例検討 スーパーバイズを受けましょう(限定３名)〔研修会№２と同内容〕
ご自分の面接事例やカウンセリング事例を簡単に記載して持参して下さい。

石綿（衛生管理）
基礎知識と環境管理

安衛則施行令の一部改正（石綿による健康障害）
石綿ばく露労働者に対する健康管理及び石綿ばく露チェック表について

メンタルヘルス事例の考え方（総論）〔研修会№５の続き〕
職場において事例化するとはどういうことか？復職支援の流れも含めての総論。

積極的傾聴法Ⅱ�
ロールプレイングを通じリスニングを深める。

健康診断とフォローの方法について（２）
深夜業健診・特殊健診後の措置、健康管理について

職場の安全衛生（３）アクションプランの作成
各職場での安全衛生活動の展開のための方策を考える。

屋外作業場の作業環境管理
ガイドラインの公示に関して

ＶＤＴ教育
作業従事者を対象にした教育

化学物質
作業者のための標識の作り方

ホルムアルデヒドの作業環境管理
ホルムアルデヒドの有害性やシックハウス症候群等について

メンタルヘルス事例検討と職場復帰支援の手引きの解説〔研修会№10と同内容〕
メンタルヘルス事例に対する対応の仕方を参加者同士で話し合います。職場復帰支援手引の解説もします。

職場巡視の進め方（実地研修）合志技研㈱(菊池郡合志町）
実際に職場を巡視しながらの職場巡視の進め方

心をつかむ話の「聞き方」〔研修会№３と同内容〕
聞き方の三要素、傾聴・受容・共感を理解し、心を通わせる会話の技術を研修

組織事故の共通点と防止のための取り組み
１．重大事故の共通要因 ２．事故防止の戦略と具体的ツール

事例検討 スーパーバイズを受けましょう
事例があれば簡単に記載して持参下さい。事例がなくても誰でも参加可能。

メンタルヘルス対策の考え方（総論）〔研修会№５と同内容〕
メンタルヘルス対策に取り組む際の考え方（総論）

保健師

島 村 佳 子

熊本大学大学院 講師

永 野 惠

ＴＨＰ心理相談員

瀬 戸 昌

ＴＨＰ心理相談員

瀬 戸 昌

ＴＨＰ心理相談員

瀬 戸 昌

保健師 産業カウンセラー
労働衛生コンサルタント

廣 瀬 靖 子

元八代労働基準監督署 署長

佐 藤 克 孝

元八代労働基準監督署 署長

佐 藤 克 孝

元八代労働基準監督署 署長

佐 藤 克 孝

くまもと青明病院 精神科部長

堀 田 直 子

くまもと青明病院 精神科部長

堀 田 直 子

第１種作業環境測定士
環境計量士

山 口 浩 一

明生病院 医長

古 賀 幹 浩

作業環境測定士

山 口 浩 一

保健師

島 村 佳 子

保健師

島 村 佳 子

保健師

島 村 佳 子
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環境計量士

山 口 浩 一

第１種作業環境測定士
環境計量士

山 口 浩 一

元ＹＫＫ ＡＰ㈱九州事業所
衛生工学衛生管理者

石 原 徳 一

熊本大学大学院 講師

永 野 惠

労働衛生コンサルタント
日本産業衛生学会認定専門産業医

小 柳 敦 子

労働衛生コンサルタント
日本産業衛生学会認定専門産業医

小 柳 敦 子

くまもと青明病院 精神科部長

堀 田 直 子

保健師 産業カウンセラー
労働衛生コンサルタント

廣 瀬 靖 子

明生病院 医長

古 賀 幹 浩



さんぽ vol.42

1

� � �

■働く人のうつ病について
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■話を聴くときの身体の基本原則
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■産業保健Q＆Ａ ��

■意識改革って難しい!?
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■災害事例 最近発生した次亜塩素酸塩溶液と酸性溶液との

混触による塩素中毒災害 �	

■有害ガス検知器の使用方法(新コスモ電機KK､ XP－302�)
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■行政情報 建築物の解体等の作業における石綿
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■新着図書・ビデオ・機器のご案内 ��
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表紙画の言葉 阿蘇郡高森町峰の宿 (工藤邸)
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熊 本 労 働 局 労 働 基 準 部 安 全 衛 生 課

監修 �������	
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体体体温温温温調調節節とと熱熱熱熱中中症症症症体体体温温温温温調調調節節節ととと熱熱熱熱熱中中中症症症症症

災災害害発発発発生生時時時時のの状状状状況況況況災災災害害害発発発発発生生生時時時時時ののの状状状状状況況況況況
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①熱虚脱 ②熱けいれん

③熱射病

頭痛

めまい

吐き気

●熱中症月別被災状況 (平成13年～同16年／熊本県) ●熱中症・時間帯別被災状況 (平成13年～同16年／熊本県)

労働者死傷病報告：作業４日以上



１. 水分や塩分の補給の仕方
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２. 服装など生活面の工夫
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●熱中症･被災者の年代別被災状況 (平成13年～同16年／熊本県) ●熱中症・業種別被災状況 (平成13年～同16年／熊本県)
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水だけだと… 塩分不足で熱
けいれんを起
こすことも｡

0.1～0.2％の
食塩水で水分
補給を｡

みそ ごましお うめぼし

●その他の塩分摂取方法

●アメリカでは ●スポーツドリン
クを氷でうすめ
て

15～20分毎に…

10～15℃の冷水
に0.1％の食塩
をまぜて飲む

●ネクタイをゆる
めて腕まくり｡

●つばのひろい
帽子をかぶる｡



３. 作業場の改善
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熱気は天井から
排出される｡

路面に散水｡

●必ず涼しい場所へ移動する｡
●衣類をゆるめる｡
●水分補給 (スポーツドリンク等)

●熱虚脱・熱疲はいの場合は…

さらに熱けいれんの場合は…

●熱射病の場合は… 血管の上を冷や
すと効果的｡
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■参 考：WBGT指標
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＊熊本産業保健推進センターにおいて､ ハンディ型熱中症指標計を無料貸し出ししております｡

■WBGTと熱中症の関係
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WBGT℃ 湿球温℃ 乾球温℃ 『熱中症予防のための運動指針』
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話しを聴くときの身体の基本原則
基本原則その１ ｢目を見る｣

目を見る (威圧､ 恥ずかしい､ 照れる)

相手の存在を認めるというサイン

・２～３秒でよい
・見つめすぎるとくどくなる

・アイコンタクトの重要性

目で意識の線をつなぐ

図１

図２

図３

｢目線 (視線)｣ について

・相手の口元を見る

・重要な話しの時には視線を合わせる

・目の高さに注意
(相手に威圧感を与えない)

必ず相手の目の高さに合わせて話す

基本原則その２ ｢相づち｣

・リズム・タイミングが大切

｢合いの手を入れる｣ ……相手の間に合わせる

・種類は豊富に

｢そうそう､ ホー､ ええ､ はい､ なるほど､ そうな

んですか､ ああ､ いいね､ うんうん､ おーっ､｣
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●相づちに関するもろもろ
・相づちは肯定的なもの
｢聴き手｣ の肯定的態度が､ 相づちを打つことにより
｢話し手｣ に伝わる (話が弾む)

・相づちの入らない会話
テレビの政治討論､ ディベート

・相づちを打つことができない場合
・相手の話を聴いていないとき
・反論したいとき
・相手の話に気持ちがついていかないとき

｢しかし｣ ｢けれど｣ ｢でも｣ という言葉が出る

図４

図５

図６

基本原則その３ ｢微笑む｣

軽く微笑むことは､ 相手を受け
入れているというサイン

微笑むと言うことは､ コミュニケー
ションを上手にするための基本的な
技である

基本原則その４ ｢頷く｣

｢貴方の話を聴いていますよ｣ というサイン

内容に同意 ＜ 感情的に貴方を受け入れる

・話のポイントを外さず､ 強弱をつけて頷く

・｢頷きは｣社会人としての会話作法の一つである

頷き率

地方都市 ＞ 東京 ｢自己チュウ｣な人間 低い
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１１.. 設設置置のの経経緯緯
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２２２.. 現現在在ままででのの活活動動とと現現状状

３３.. 今今後後のの活活動動方方針針
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産業保健Ｑ＆Ａは､ 各産業保健推進センターにこれまでよせられた相談内容のうち､ よくあ

る質問への回答を労働者健康福祉機構産業保健部がまとめたものです｡ 今後随時掲載するこ

ととします｡

従業員の健康診断を実施する際､ 業務を一時中断して健康診断を受診させます

が､ この業務中断中の賃金の支払いについて､ 業務の一環だから支払う必要があ

ると考えますが､ 支払う必要がないのではないかという意見もあります｡ 私の会

社では､ 従来から業務の一環と見なして賃金の支払いをしておりますが､ 法令上はどのよう

になっているのか教示してください｡
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健診の受診に費やした時間に対する賃金は必要か
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熊本労働局労働基準部安全衛生課

建築物の解体等の作業における石綿
いしわた

対策
－石綿
いしわた

障害
しょうがい

予
よ

防
ぼう

規
き

則
そく

の概要－

１ 事前調査 石綿則第３条､ 第８条関係

�������	
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�/0�12-34�56785*9:;<+,�/0	�

����� !=>���5�5�?@���	AB+,-	

.�/0�12-34�56785*9:;<

@C-	��
=D�E6�73F5FG�=>��H	

��=��I73FJ�K5-3LM�NOJPQ	AB+

,�RS��*9:;<

�T�
��
���
�U��VW��	U��XYZ(L-	[\
��
(46J����

�]^
�$%&'
��_`aJ)�b�56785*9:;<

２ 作業計画 石綿則４条関係

����	��=��I73FJ
��
���
����

��	�����c��d=eI7@��%f�g�	[\�

石綿は､ 1970年から1990年にかけて大量に輸入され､ その多くは建材として建築物に使用され

ましたが､ 今後これらの建築物の老朽化による解体工事の増加に伴い解体工事従事労働者の石綿

による健康障害の発生が懸念されます｡

石綿含有製品のうち建材､ 摩擦材及び接着剤については､ 既に製造､ 使用等が禁止されていま

すが､ さらに､ 関係労働者の健康障害防止対策の充実を図るため､ 石綿障害予防規則を制定し､

平成17年７月１日より施行することとしました｡

石綿の有害性
石綿粉じんを吸入することにより､ 次のような健康障害が発生するおそれがあります｡

① 石綿肺 (じん肺の一種)

肺が線維化するもので､ せき等の症状を認め､ 重症化すると呼吸機能が低下することがあります｡

② 肺がん

肺にできる悪性の腫瘍です｡

③ 胸膜､ 腹膜等の中皮腫 (がんの一種)

肺を取り囲む胸膜等にできる悪性の腫瘍です｡

これらの疾病については､ 石綿粉じんを少量吸い込んでも発症する可能性があり､ また､ 石綿粉じ

んのばく露から発症までの期間が相当長いこともあります｡

建建建建建建建建建建建築築築築築築築築築築築物物物物物物物物物物等等等等等等等等等等のののののののののの解解解解解解解解解解体体体体体体体体体体等等等等等等等等等等にににににににににに係係係係係係係係係係るるるるるるるるるる主主主主主主主主主主なななななななななな対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策
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３ 届 出 安衛則第90条､ 石綿則第５条関係
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４ 特別教育 安衛則第36条､ 石綿則第27条関係
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５ 作業主任者 石綿則第19条､ 第20条関係
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６ 保護具等 石綿則第14条､ 第44条から第46条関係

456��	X�9\c�abc	+,��(&

./0���hZxy4# ����6&

���'(Zx�	ghi��
����

����

4V6Zxyc(&|�������%DZ�%&

���st�� c�¡¢%s��de(&

?£%s;	@A%s¤L�
����¥

e�¦§U%D(������

７ 湿 潤 化 石綿則第13条関係
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解体等の対象

実施すべき事項

石綿等を塗布し､ 注入し､ 又は張り付けた建築物等

①石綿等が吹き付けられた
建築物等

②石綿等が貼り付けられた
建築物等
(粉じんを著しく飛散す
るおそれのあるもの)

③①､ ②以外の建築物等
耐火建築物又は準
耐火建築物 その他

事 前 調 査 ○ ○ ○ ○

作 業 計 画 ○ ○ ○ ○

計 画 の 届 出 ○

作 業 の 届 出 ○ ○

特 別 教 育 ○ ○ ○ ○

作 業 主 任 者 ○ ○ ○ ○

保 護 具 等 ○ ○ ○ ○

湿 潤 化 ○ ○ ○ ○

隔 離 ○ ○

作業者以外立入禁止 ○

関係者以外立入禁止 ○ ○ ○ ○

注 文 者 の 配 慮 ○ ○ ○ ○

②は､ 石綿含有保温材､ 石綿含有耐火被覆材､ 石綿含有断熱材を指すものである｡

８ 隔離・立入禁止等 石綿則第６条､ 第７条､ 第15条関係

�������	
��
������������
����
������ !"#��$#

%&'()

�*��	+,
-./�0123/�45/
678
��
����������9:;<=

>?@��
@ABCD=E�
FG"��
H
IJ"#��$#%&'()

&K�LMNO;�@��PQRSTU
VW���
XYZ
[\8]^#_`
ab

#��$#%&'()

�c��
d
�	
ef"Kghi8
678
��9jklm�PQ@��
@ABCD=E

�
FG"��
H
IJ"#��$#%&'()

９ 注文者の配慮 石綿則第９条関係
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１ 事前調査
建築物等の解体等の作業を行うときは､ あらかじめ､ 当該建築物等につ
いて､ 石綿等の使用の有無を目視､ 設計図書等により調査し､ その結果､
石綿等の使用の有無が明らかとならなかったときは､ さらに分析調査し､
これらの調査結果を記録しておかなければなりません｡
ただし､ 石綿等が吹き付けられていないことが明らかで､ 石綿等が使用
されているものとみなし､ 法令に定める措置を講ずるときは､ 分析調査に
ついてはこの限りではありません｡
２ 作業計画
石綿等が使用されている建築物等の解体等の作業を行うときは､ あらか
じめ以下の事項を示した作業計画を定め､ その計画により作業を行うとと
もに､ 労働者に周知させなければなりません｡
①作業の方法及び順序
②石綿等の粉じんの発散を防止し､ 又は抑制する方法
③作業を行う労働者への石綿等の粉じんのばく露を防止する方法
３ 作業の届出
石綿等が使用されている保温材､ 耐火被覆材等の除去作業を行うときは､
あらかじめ､ 労働基準監督署長に届書等を提出しなければなりません｡
４ 吹き付けられた石綿等の除去に係る措置
石綿等が吹き付けられた建築物の解体等の作業を行う場合には､ 吹き付
けられた石綿等の除去作業を行う場所をそれ以外の作業を行う作業場所か
ら隔離しなければなりません｡
５ 保温材､ 耐火被覆材等の除去に係る措置
石綿等が使用されている保温材､ 耐火被覆材等の除去作業に労働者を従
事させるときは､ 原則として作業場所に作業従事労働者以外の者が立ち入
ることを禁止し､ その旨を見やすい箇所に表示しなければなりません｡
特定元方事業者は､ 他の作業が保温材等の除去作業と同一の場所で行わ
れるときは､ 除去作業の開始前までに､ 関係請負人に当該作業の実施につ
いて通知するとともに､ 作業時間帯の調整等の措置を講じなければなりま
せん｡
６ 石綿等の使用の状況の通知
建築物等の解体等の作業を行う仕事の発注者は､ 当該仕事の請負人に対
し､ 当該仕事に係る建築物等における石綿等の使用状況等を通知するよう
努めなければなりません｡
７ 建築物の解体工事等の条件
建築物等の解体等の作業を行う仕事の注文者は､ 石綿等の使用の有無の
調査､ 建築物等の解体等の作業等の方法､ 費用､ 工期等について､ 法及び
これに基づく命令の遵守を妨げるおそれのある条件を付さないように配慮
しなければなりません｡
８ 吹付けの禁止
石綿等を吹き付ける作業に労働者を従事させてはなりません｡
９ 石綿等の切断等の作業に係る措置
以下のいずれの作業に労働者を従事させるときは､ 原則石綿等を湿潤な
状態のものとするとともに､ 石綿等の切りくず等を入れるためのふたのあ
る容器を備えなければなりません｡ また､ 呼吸用保護具､ 作業衣 (又は保
護衣) を使用させなければなりません｡
①石綿等の切断､ 穿孔､ 研磨等の作業
②石綿等を塗布し､ 注入し､ 又は張り付けた物の解体等の作業
③粉状の石綿等を容器に入れ､ 又は容器から取り出す作業
④粉状の石綿等を混合する作業
⑤①～④の作業において発散した石綿等の粉じんの掃除の作業
10 立入禁止措置
石綿等を製造し､ 又は取り扱う作業場には､ 関係者以外の者が立ち入る
ことを禁止し､ かつ､ その旨を見やすい箇所に表示しなければなりません｡
11 石綿作業主任者の選任
特定石綿等を製造し､ 又は取り扱う作業については､ 必要な技能講習を
修了した者のうちから､ 石綿作業主任者を選任し､ 以下の事項を行わせな
ければなりません｡
①作業に従事する労働者が特定石綿等の粉じんにより汚染され､ 又はこ
れらを吸入しないように､ 作業の方法を決定し､ 労働者を指揮するこ
と｡
②局所排気装置､ プッシュプル型換気装置､ 除じん装置その他労働者が
健康障害を受けることを予防するための装置を一月を超えない期間ご
とに点検すること｡
③保護具の使用状況を監視すること｡
12 特別の教育
石綿等が使用されている建築物等の解体等の作業に係る業務に労働者を

就かせるときは､ 当該労働者に対し､ 次の科目について､ 当該業務に関す
る衛生のための特別の教育を行わなければなりません｡
①石綿等の有害性
②石綿等の使用状況
③石綿等の粉じんの発散を抑制するための措置
④保護具の使用方法
⑤①～④のほか､ 石綿等のばく露の防止に関し必要な事項

13 掃除の実施
作業場の床等については､ 水洗する等粉じんの飛散しない方法によって､
毎日一回以上､ 掃除を行わなければなりません｡
14 洗浄設備
石綿等を製造し､ 又は取り扱う作業に労働者を従事させるときは､ 洗眼､
洗身又はうがいの設備､ 更衣設備及び洗濯のための設備を設けなければな
りません｡
15 容器等
石綿等を運搬し､ 又は貯蔵するときは､ 当該石綿等の粉じんが発散する

おそれがないように､ 堅固な容器を使用し､ 又は確実な包装をし､ 見やす
い箇所に石綿等が入っていること及びその取扱い上の注意事項を表示する
とともに､ 石綿等の保管については､ 一定の場所を定めなければなりません｡
石綿等の運搬､ 貯蔵等のために使用した容器又は包装については､ 当該
石綿等の粉じんが発散しないような措置を講じ､ 保管するときは､ 一定の
場所を定めて集積しておかなければなりません｡
16 喫煙等の禁止
石綿等を製造し､ 又は取り扱う作業場で労働者が喫煙し､ 又は飲食する
ことを禁止し､ かつ､ その旨を当該作業場の見やすい箇所に表示しなけれ
ばなりません｡
17 掲示
石綿等を製造し､ 又は取り扱う作業場には､ 以下の事項を､ 作業に従事
する労働者が見やすい箇所に掲示しなければなりません｡
①石綿等を製造し､ 又は取り扱う作業場である旨
②石綿等の人体に及ぼす作用
③石綿等の取扱い上の注意事項
④使用すべき保護具
18 作業の記録
石綿等を製造し､ 又は取り扱う作業場において常時作業に従事する労働
者について､ 一月を超えない期間ごとに次の事項を記録し､ これを三十年
間保存しなければなりません｡
①労働者の氏名
②従事した作業の概要及び当該作業に従事した期間
③石綿等の粉じんにより著しく汚染される事態が生じたときは､ その概
要及び事業者が講じた応急の措置の概要

19 健康診断の実施
特定石綿等を製造し､ 又は取り扱う業務に常時従事する労働者に対し､
雇入れ又は当該業務への配置替えの際及びその後六月以内ごとに一回､ 常
時従事させたことのある労働者で､ 現に使用しているものに対し､ 六月以
内ごとに一回､ それぞれ定期に､ 石綿に関する特殊健康診断を行わなけれ
ばなりません｡
健康診断 (定期のものに限る｡) を行ったときは､ 遅滞なく､ 石綿健康

診断結果報告書 (様式第三号) を労働基準監督署長に提出しなければなり
ません｡
20 保護具等の管理
保護具等が使用された場合には､ 他の衣服等から隔離して保管し､ また､
保護具等に付着した物を除去した後でなければ作業場外に持ち出してはな
りません｡ ただし､ 廃棄のため､ 容器等に梱包したときは､ この限りでは
ありません｡

注) 用語について
石綿等
①全ての石綿
②①を１％を超えて含有する製品

特定石綿等
①アモサイト及びクロシドライト以外の石綿
②①を１％を超えて含有する製品 (石綿含有の建材､ 摩擦材､ 接着剤
は除く｡)

なお､ 石綿等であって特定石綿等に該当しないものは製造等が禁止され
ていますが､ 禁止される前に製造又は輸入されたものは特定石綿等とみな
されます｡
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深夜業を実施されている事業場の皆様へ
自発的健康診断受診支援助成金について

　厚生労働省・（独）労働者健康福祉機構では、深夜業（夜
10時～朝5時）に従事する労働者の健康を確保する施策の一
つとして、下記の内容の助成金を設置しています。�
　深夜業を実施している事業場またはお近くに深夜業従事者
がいる方（本人を含む）の皆様につきましては、当該助成金
をご利用頂き、深夜業従事に関わる健康不安を解消して頂き
ますようご勧奨願います。�
　小規模事業場を抱える事業者の皆様につきましては、当該
助成金は、常時、申請を受け付けております。お問い合せは
お気軽に熊本産業保健推進センターまでお尋ね下さい。申請
書を送付させて頂きます。�

健康診断費の が、助成されます
助成金支給対象者

助成金額　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　上限7,500円

申請時期

要 件

　自発的健康診断受診支援助成金の支給対象者は、次の要件を全て満たすとともに、自発的健康診断を受診し
た方です。�

１　常時使用される労働者�
（１週間の労働時間が通常の労働者の所定労働時間数の４分の３以上の方も含まれます。）�

２　自発的健康診断を受診する日前6ヶ月の間に1ヶ月当たり４回以上（過去6ヶ月で合計24回以上）深夜業
に従事した方�

３　今年度にこの助成金の支給を受けたことがない方�

　自発的に受診した健康診断に要した費用（消費税を含む）の3／4に相当する額が助成されます。ただし、
その3／4に相当する額が、7,500円を超える場合の支給額は7,500円とします。�
 （例：健康診断費用が7,200円の場合は、5,400円が支給されます）�
まずはお電話で！�

　1年中受付けています。�

７月１日より「石綿」による健康障害防止対策のための新規則である「石綿障害予防規則」が施行されました。

石綿といえば、多くの方が小学生時代の理科の実験の際に使った石綿金網を思い出されると思いますが、これまで

我が国では主に建築材料として、昨年10月１日に製造使用等が禁止されるまで約24万トン以上の石綿が使用され

ています。

この石綿は、ばく露から20年から30年後に、肺がん・中皮腫を発病させるといわれており、まさに「静かなる

時限爆弾」なのです。このため、今後予想される、建築物の解体作業における石綿ばく露防止対策の徹底が今日的

課題となっています。このため、当センターにおきましても、今年度、石綿をテーマにした研修会を予定しておりますので多

くの方のご参加を期待しております。

なお、「石綿」の「呼び方」は、これまでの「せきめん」から「いしわた」に統一されましたのでお知らせします。 （Ｉ）

いしわた

いしわた

いしわた

いしわた

いしわた

いしわた

いしわた

いしわた編
集
後
記
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熊本
合同庁舎

交通センター

●車でお越しの方は、入江駐車場（無料）をご利用ください。
●市電市役所前下車徒歩１分、交通センターより徒歩５分

ご利用いただける日時

駐車場・交通のご案内

●当センターの休日を除く毎日………午前９時～午後５時
●当センターの休日…毎土・日曜日、国民の祝日、年末・年始
※なお、事業内容その他の詳細につきましては、下記にお問合わせ
ください。

入江駐車場
（無料）

〒860－0806 熊本市花畑町１番７号 MY熊本ビル８階

独立行政法人 労働者健康福祉機構

熊本産業保健推進センター

（平成15年　月～　月）�
�

のご案内

県内メンタルヘルス相談機関一覧
こころが疲れたとき、気になる症状が続くときは、風邪などと同様に気軽な気持ちで相談にのっ

てもらえる所が欲しいものです。
当センターにおいて下記のとおり相談窓口を開設していますのでお知らせします。また、この他

にも県内で下記の各機関が相談の窓口を開いていますので、気軽にご利用してはいかがでしょうか。

●従業員50人未満で産業医の選任義務のない事業
場は、次の機関もご利用ください。

●熊本こころの電話 096(356)0110
096(353)4343●熊本いのちの電話

●精神保健及び精神障害者の福祉に関する総合的
技術センターです。

●地域における精神保健福祉に関する相談窓口です。

熊本産業保健推進センター
熊本市花畑町1番7号 （MY 熊本ビル8Ｆ）�
事業主・管理職・人事労務担当者・保健師・看護師・衛生管理者・�
産業保健スタッフ・労働者等�
部下の職場に起因する悩みごと。 �
労働者本人の職場に起因する悩みごと等。�
　面談※�
　TEL　096－353－5480※�
　FAX　096－359－6506�
・メールアドレス　sanpo43＠mvd.biglobe.ne.jp�
※（ただし、 面談、TELは第1・3月曜日、 第2・4木曜日の午後2～4時）�

地域産業保健センター�

熊本県精神保健福祉センター

宇城市松橋町久具400-1

玉名市岩崎1004-1

山鹿市山鹿465-2

菊池市隈府1272-10

阿蘇市内牧1204

上益城郡御船町辺田見400

八代市西片町1660

水俣市八幡町2-2-13

人吉市寺町12-1

本渡市今釜新町3530

熊本市九品寺1-13-16

熊本市新町2-4-27

熊本市錦ヶ丘1-1

熊本市清水本町16-10

熊本市平成1-10-8

熊本市水道町9-16 096-356-3629

0964-32-1147

0968-72-2184

0968-44-4121
0968-25-4155

0967-32-0535

096-282-0016

0965-32-6121

0966-63-4104

0966-22-3107
0969-23-0172

096-364-3113

096-354-1201

096-365-3000

096-345-2175
096-355-4111

〒860-0811 熊本市本荘5-15-12（熊本市医師会ヘルスケアセンター内）�

TEL 096－366－2711

TEL 0965－39－9531

TEL 0968－72－3050

TEL 0966－22－3059

TEL 0969－25－1236

TEL 0968－23－1210

TEL 0967－34－1177

〒866-0074 八代市平山新町字中道4453-2（八代市医師会内）�

〒865-0005 玉名市玉名2186（玉名郡市医師会内）�

〒868-0037 人吉市南泉田町72-2（人吉市医師会内）�

〒863-0046 本渡市亀場町食場1181-1（天草地域医療センター内）�

〒861-1331 菊池市隈府堀の内764-1（菊池郡市医師会内）�

〒869-2225 阿蘇市黒川1178（阿蘇郡医師会内）�

熊本地域産業保健センター�

八代水俣地域産業保健センター�

有明地域産業保健センター�

人吉球磨地域産業保健センター�

天草地域産業保健センター�

菊池鹿本地域産業保健センター�

阿蘇地域産業保健センター�

熊本県宇城保健所

有 明 保 健 所

山 鹿 保 健 所

菊 池 保 健 所

阿 蘇 保 健 所

御 船 保 健 所

八 代 保 健 所

水 俣 保 健 所

人 吉 保 健 所

天 草 保 健 所

熊本市中央保健福祉センター

西保健福祉センター

東保健福祉センター

北保健福祉センター

南保健福祉センター

職場における心の悩み相談窓口の概要職場における心の悩み相談窓口の概要職場における心の悩み相談窓口の概要
開設機関 

対 象 者

相談内容

相談方法

開設機関 

対 象 者

相談内容

相談方法 ・�
・�
・�


